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北海道西方の後志海山の生物群集
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北 洵 辺 西 方 の 奥 尻 海・ 東 部 に 位 鮟 す る 破 志 洵|||に お い て ． 海 山 山 唄 部 に 分 布 す る

大 規 模 な 生 物 群 集 と ． そ の 生 物・ 集 が 冷 水 ・熱 水 湧 出 現 象 に 依 存 す る 可 能 性 に つ い

て 解| 刳す る こ と を 主 な 目 的 と し て ，199C 年 ９ 月10 ，11 日 に 潜 水 跼 壼 船 ｒし ん か い

2000j に よ る 潜 航 調 査 を 行 っ た ． そ の 結 果 ， 山 瑣 部 の 大 規 襖 生物 群 襲 の 侵l!i 陲 は 腕

足 飢 Ｂｒａｃｉｉａｐ６ｄａ で あ る こ と が'plllllし た ． そ し て ， 腕 足 飢 は 群 集 性 を 有 す る 蚓 が 多

い こ と ， 掏 底 ‾Fの 温 度 が 周 辺 環 境 水 温 よ り 高 く ない こ と な ど か ら ． こ の 生 勧 鰈 集 は

冷 水 ・ 熱 水 湧 出 麗 象 に 依 存 す る 可 能 性 は 低 い と 考 え ら れ た ． ま た ， 海 山 の 山 畷 部 か

ら 山 畷 路 に か け て 生 物 相 を 覬 察 し た と こ ろ ， 多 種 多 様 の 生 物 が 多jilに 生 息 し て お

り ， 水 温 が 上 昇 傾 向 を 示 す 水 深200-3(X3m の 地 点 に・ 物 分 布 の 墳 Ｗ がａ め ら れ た ．

キ ー リ ー Ｆ ： 腕 足 類 ・ 後 志 淘 山 ，生 物 相 ・ 奥 尻 海 嶺

Biological Community  at ShiribeshJ Seamount  off the West

Coast of Hokkaido
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Biological research  by  the submersible  "Shinkat  2000"  was  carrying out ai

(he  Shiribcshi Scamount  off the west coast of Hokkaido  on  September  10 and

U,  1990. The  main  purpose  of  this research was  lo study  the ecology  of the

large  scale community  on  the top of the sea mount  and  to understand  the re*

lationship  of tins community  to cold seepage  and/or hydrothcrmalism.  Results

indicate  that the  main  spccics  of  this large  scale community  belong  <o  the

class Brachiopod.  However,  it appeared  that this community  was  not depcu-

dent  on  cold  seei>age and/or  hydro  l hernial ism. There  were  the usual  dense

concentrations  of Brachiopods  that characterize (his class, but the sea bottom

tcmpcratuie  was  not highci than  ambient  sea water.

Also,  (he highest concentrations  of  organisms  were  ou  the side and  top  of

(he  seamoum.  1( seemed  that community  structure changed  at the depths  of

200-300m  where  (he sea water  temperature  also went  down  as expected  with

increasing  depth.
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１　はじめに

1989年９月，北海道積丹半島西方に位置する後

志海山における潜水岡 査船「しんかい2000」第

442回溜航調査C 観察者：田中）で，山頂南部に

二枚貝のように二枚の殼を有する生物を優占梳と

する生物群集が発見され。また海山廁部山服部全

体に多種多様な生物か多量に生息することが発見

された（田中　その他:1989 ）。そして，山頂部

生物群屡は相模湾や沖縄トラフなどで発兇されて

いる冷水・熱水現象に依存し，化学合成細菌を藍

幹とする生物群集である可能性があると指捐され

ていた（田中　その他:1988 ）。その根拠は，後

志海 山は奥尻 海 嶺 の米部に 位置 する比 高 約

2,700m の海底火山であること，山頂からl柚廁西

に連続的に山体を切るように活断層が存在するこ

と，奥尻海嶺自体が寿都構造線上に位置し地般変

動に伴う橋上断層連動により形成されたと考えら

れていることが挙げられていた。また，他の潜航

調査やDEEP TOW による曳航調査の結果から奥

尻海嶺に腹足類，二枚貝，遊泳顫を胖った湧水現

象が存在する可能性が嵩いという報告 もあった

（徳山　その他:1989 ）。

しかし，弟442回潜航で得られたi!i像記録 を再

検討したところ，ＴＶ画像からは，この二枚貝様

生物には二枚貝力陥･する出水管・入水管が記めら

れないことから，この生物は二枚貝ではなく触手

2獅

勁 物 の 腕 足 頚 （Bｒａｃｈｉｏｐｏｄａ） で あ る 可 能 性 が 商

い と 判 断 さ れ た 。 そ こ で 今 回 の 潜 航 調 査 は 。 こ の

二 枚 貝 様 生 物 が 腕 足 頚 で あ る こ と の 確 認 お よ び こ

の 生 物 群 集 が 冷 水 ・ 熱 水 現 象 に 依 存 す る 可 能 性 に

つ い て 明 ら か に す る こ と を 主 な 目 的 と し て 実 施 し

た 。 ま た ， 海 山 山 頂 郤 の み で な く ， 山 服 部 に お い

て も 生 物 相 に 関 す る 調 査 を 行 い ， 卓 越 秡 に つ い て

若 干 の 生 物 学 的 検 討 を 加 え た 。

２．調査方法および材料

「しんかい2000」による調査潜航は1990年９月

IQ日および11 日（第502 ・503回潜航）に実施し

た。第502潜航では後志海llj術斜面水深535・ から

11」頂南部水深137m にかけて航走し，第5C3潜航で

は海山東斜・ の水深620m から山頂束部水深115m

にかけて航走し。生物サンプル採集およぴ観察を

行った（図。 １）。観豪は主にステ･f ルカメラお

よび船内カメラを用いて行うた。得られたサンプ

ルのうち二枚貝様生物は毋船上で直ちに解剖し分

類学的検討を行った。その他のサンプルは冷凍も

しくは液漫固定し，後日。分罰学的検討を行い，

後志海||」の生物分布の解明を試みた。

また， 泌底下からの温水・冷水の湧出の可能性

を訓べるためにljl頂郤の生物畔集敏とその対 象地

点として【I】腹部において，海底下約30cm の温皮

の測定を行った。測扁地点は，第502回潜航では

IS1 1 「 し んかい2000 」潜 航 航 跡|ば|。

■ スタ ート 地 点 。 ● 終 ｒ地｡1.‘X

Fjg. ｜. Ｔrack lines of “Shillka1 20410’ al the Shir･

ibぞshi Seamounl.

■Stal･lp ・i・I. ●En,l ll｡int.



海 山 山 頂 南 部 の 生 物 群 集 鮫 で ３ 地 点 ． 第503 回 紺

航 で は 東 腮 山 腹 認 の 水 濠 ’ｕａ- の 地 点 と 山 頂 東 藤

の 生 物 群 集 域 で そ れ ぞ れ １ 地 点 の 計 Ｓ地 点 で 行 っ

た ．

３ ． 結 果 お よ び 考 察

3-1. 後 志 海 山 山 頂 郎 の 驥 足 頚

鄒S02 回 潜 航 で 俊 志 海 山 山 頂 南 郎 か ら 褥 ら れ た

二 枚 貝 様 生 物 サ ン プ ル を ， 船 上 で 解 飼 し た と こ ろ

殼 の 中 身 の 体 部 に 触 手 や 腕 骨 を 有 し ， 二 枚 貝 に 比

べ 丱 當 に 筒 単 な 軟 体 郎 搆 遊 で あ る こ と ， 両 殻 の 襴

合 而 に 対 し て 左 右 対 称 で な い こ と か ら ， 明 か に 腕

足 頚 （Ｂｒｇｉｉｏｐｏｄａ） で あ る こ と がtl 明 し た （写

真.  1  )･ さ ら に ， 肉 茎 を 宥 し 他 物 に 付 着 す る ，

触 手 冠lf 糅 冠 澀 で あ る ． 殼 の ■ Ｓ 内 篇 に 齣 窩 掟 搆

を 有 す る ， 肉 叢 は 短 く そ の 通 路 は 叙 殼 後 萌 の 孔 で

あ る ． 触 手 冠 内 に 石 灰 貧 の 腕 骨 が あ る ． 穀 禀 孔 が

嘴 で 覆 わ れ な い こ と な ど か ら そ の 分 飢 上 の 位 置 は

冀 足 絅 （Ｂｒachi夘ｏｄａ） の 終 穴 目 （Ｔｅ･04r●－stａ）.

肓 殼 超 科 （Terebrat,|lae･ ａ）， ラ ク エ ス 糾

（La ｑ●ｅｋｋｌ ） に 楓 す る 穩 で あ ９ た ． サ イ ズ は 平 均

殻 艇 ２５ｊ ｍｍ， 平 均ｉ 重 量 （殼 曾tr ）1.821 で あ

っ た （ 閠 ２ ）． こ の 驥 足 順 は 海 山 柬 Ｓ ・ 南 部 の い

ず れ に お い て も 山 収 郎 に は 認 め ら れ ず ， 水 深 約

150 ● 以 浅 の 平 坦 で か つ 底 質 は 徂 粒 砂 と 小 蟶 で あ

る 山 剛 郎 に 生 心 は 限 定 さ れ て い た ． 生 心 形 態 は|≒

薑 を 海 雌 の 机 紋 砂 の 中S こ挿 入 さ せ て い る か ． も し

く は 肉 茎 で 角 礫 や 仙 の 生 物 に 竃 接 付 着 し て い た ．

山 頂 南 部 と 東 部 で は バ イ オ マ ス ｛ 生 物 量｝ に 差 が
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あり，「しんかい2000」の園像肥録から推定した

ところ．底質が皿竝砂の山痕噺部では海底―糶に

非常に高密皮に生息しており（写真２），そのバ

イオマス（平均）は1.ＸＸ４/mlであ．た．山 頂東

邨のバイオマ ス（平均）は350S/m2であり，山頂

南郎に比べかなり低い儘を示した．東部は南部と

康贊が男なり．粗粒砂の上に人顫大の角轢が多く

敵在し，角喋には固着生物である海芻動物・腔腸

動物・触乎鰆物の一種であるコケムシ饌が付着し

ていた（写真 ３）．このように山碩南郁と東部で

バイオマスが異なる原因としては以下のようなこ

とが考えられる．11」頂南部の戚質は幔粒砂が多く

纖が少ないためf11着基質ｶi不町欠である海綿助物

槊，腔腸動物類，コケムシ頬が生息しにくいが，

魏足埀は粗放砂でも肉薑を廬没させて生息でき

る．よっで，腕足類にとって阿や生息地を他生佃

と競合することか少なく．大規模な傴体群を纖持

できるものと思われる．一方，山頂東郁は礫が多

いため血御相のなかで區着生物の占める割合が寫

くなる．したがって，餌・付希基質に対する競合

による坐息規制圧力が生じ．冀足鱗は大きな傭体

皹を総持できなくなると思われる．

また，海庭上には生きている僭体のみではな

く，死酘がかなり多く偲められた．殼の表川には

フジッボ槊（Cirｒipedi）.海綿動物笊を付着させ

ている個体も普遡に見られた．

鮪!i槊の分布は．山皿Ｓにのみ集申し．山覩部

にときおり見られた平坦郎にも生息していないこ

とから，何らかの生息親飼要詞があることが考え



られる。その要因としては，水温。海底の底貿お

よび阿の最が考えられる。後志海|｣｡|の水温は水深

250．以深では0.4℃から1.5℃で｡300m から山頂

部にかけて急激に上界し。腕足頚生白幼の111頸部

では7.1℃から9.?℃となり，山腹部に比べかなり

高くなっている( 図３)。さらに底貿が親粒砂で

ある地点は山頂部にのみ認められ，11｣腹部では堆

積御が多かったことから，適した付着基質が存在

しないことが考えられる。 また，餌となる微小な

プランクトンを含むセストンは。一般に水深の浅

いほうが多く，深くなるにつれ少なくなることに

も起因すると思われる。

また，11｣頚部のこの生勧群集が冷水湧出に伴う

生態系を構成する可能性について検討するため

に，海底下杓30cm の水温の温度を測定したとこ

ろ，周辺環境水温より低い仙を示し。その差は最

大で約2.0℃であった( 図４)。これは堆積勧と海

水では熱伝導率に差があることに起囚すると考え

られる。つまり，水深が150m のこの地点では冷

水塊が流れ込み，海底が冷やされた肢，温水塊が

流れ込むと海底下の温度はその水温になるまであ

る程度の時|llが必要となることから，このような

現象が生じるのではないかと思われる。なお，こ

286

WATER DEPTH Ｑ・）

図 ３　 水深 と水 温 の関 係 。

Fig.  3.  Relationship bet ｗｅｅｌ water deplh and w ａtｅr

le ●μΓalｕｒｅ at the Shiribeshi Scanounl.

のような現象は海山山服部では昆られなかった

(図 ４)。 また，腕足類が化学合成細・ に依存し，

その生命を維持する可能性については，この分煩

詳に属する種は群集性を有する種が多いことか

ら，その可能性は低いと思われる。よって，この

生物群集も腕足頚を優占秡とした大規模な生物部

集と考えられ，海底下からの湧水現象に伴う生物

詳集ではないと思われる。

３－２．後志海山山腹部の生物

３－２－｜．餃飃動物

水深200S 以深における大型の腔腸揚物として

μSI Sl≪ 0F SU涓U11.
騅llS DIPIH IS Ilia

図１　ＲＭ'{梢帝水温ai･による海底'Ｆ３０ｃ･１の搬度

０び||||¶|}。
Ｆｉｇ.4.Tempel･alｕ】･e 01 11nder ｓea Inllom

lapposi鵬alely 3ac●IJ by ljle RMT lherllo･

llcler.
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は ２ タ イ プ の ヤ ギ 頚 （Ｇ・「ｇ・ｎａｃｅａ」 が 生 息 し て い

た 。 一 つ は 瀧 木 状 で 各 枝 が 愬 形 に 広 が る タ イ プ と

（写 真 ４ ）， 一 方 は 各 枝 の 所 々 に 瘤 部 を 有 す る タ イ

プ が 見 ら れ た （写 真 ５）。 蘢 木 状 タ イ プ は ， 骨 釉

が 太 く 表 面 に 条 線 が あ り 真 球 様 金 色 光 沢 を 発 す る

こ と 。 ポ リ プ は 鱗 状 骨 片 に よ っ て 包 ま れ る こ と な

と か ら ， 八 方 号 ン ゴ 亜 絅 （Ｏｃｌｏｃｏrallia）， ヤ ギ 目

（Ｇ・rg・ｎａｃｅａ）， オ オ キ ン ヤ ギ 科 （Primnoidae ） に

属 す る ヤ ギ 類 と 同 定 で き た 。 こ の オ オ キ ン ヤ ギ 顛

の 色 彩 は 白 色 を 呈 す る 個 体 と オ レ ン ジ 色 を 里 す る

２ タ イ プ が 見 ら れ た 。 瘤 倡 を 有 す る タ イプ は 採 集

す る こ と が で き な か っ た た め 同 定 不 能 で あ っ た 。

オ オ キ ン ヤ ギ 顴 は 後 志 海 山 の 南 部 ・ 東 部 のLI」腹

部 に の み 鳳 め ら れ ， 単 体 で 生 息 す る こ と｛, 希 に 見

ら れ た が ， ほ と ん ど の 場 合 ， 露 頭 に 複 数 個 体 が 密

生 し て お り 。 白 色 個 体 も オ レ ン ジ 色 佃 体 も 混 生 し

て い た 。 オ オ キ ン ヤ ギ 蚓 の 生 息 水 深 は620 ． 以 深

か ら230 ・ ま で ， 瘤 郤 を 有 す る ヤ ギ 類 は310m か ら

山 頂 部 の150 『Ｉ ま で 生 息 し て い た 。

オ オ キ ン ヤ ギ 類 に は 特 異 的 に 笳 足 艶 物 遊 泳 顫

｛Na, ａｎｌｉａ｝ と 軟 体 動 物 後 鰓 類 （Opislhobl･allellia）

と 思 わ れ る 生 物 が 着 生 し て お りC 写 真4.  6).

瘤 郎 を 有 す る タ イ プ に は 盾 生 し て い な か っ た 。 遊

泳 類 は ３ 個 体 採 集 で き ， う ち ｌ 個 体 は 抱 卵 し て い

た 。 そ れ に つ い て 分 類 学 的 検 討 を 行 っ た と こ ろ ，

十 壽 目(Decapoda), タ ラ バ エ ビ 科 ｛Pandalidae ｝

の エ ピ で あ る と がI司定 で き た ｛写 真 ７ ｝。 エ ピ 類

の な か に は ， 他 北 物 に 盾 生 し ， 共 生 も し く は 寄 生

闖 係 に あ る 種 は 比 攸 的 多 く 知 ら れ て お り ， 奥 型 的

な 鯛 と し て は カ イ ロ ウ ド ウ ケ ツ 屆 （£,ゆleｒl・11g）

に 属 す る 海 綿 助 物 と ド ウ ケ ツ エ ビ 棡 （Spljlfiaja ）

に 属 す る エ ピ の 関 係 ， 二 枚 貝 の 外 套 腟 内 や ホ ヤ 類

の 体 内 に 生 心 す る カ ク レ エ ピ 亜 科 ｛Ｐｏｌtｏｎｉｉｎａｅ｝

の エ ピ 頓 が 挙 げ ら れ る （岡 田　1981 ）。 ま た ， 夕

ラ バ エ ビ 顫 以 外 に も 軟 体 動 物 後 鰓 顛 ら し き 生 物 が

着 生 し て い た が ， こ れ に つ い て は 採 集 す る こ と が

で き な か っ た 。 軟 体 動 物 餤 鰓 鎖 で は ミ ノ ウ ミ ウ シ

目 （Dendronolacea ） や ス ギ ノ ハ ウ ミ ウ シ 目

（Ae・ljdaeea3 に 属 す る 穩 の よ う に ， 腔 鵬 勁 物 の

ポ リ プ を 餌 と し て い る こ と か ら 接 黥 聟iで あ る 可 能

性 が 高 い 。 タ ラ バ エ ビ 碵 と 後 鯰 頌 は 瘤 部 を 有 す る

タ イプ の ヤ ギ 顛 と オ オ キ ン ヤ ギ 類 が 隣 接 し て 生 息

す る 増 合 に も オ オ キ ン ヤ ギ 漿l に の み 心,Q. し て い
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たことから，両者の問には特異的な共生関係が存

在するものと考えられる。

そ の他の腔腸動物としてはサンゴモド キ闥

(Slylasteridae)が，海山南部では水濠427m から

山頂まで東部では水深380m から山頂まで分布し

ており露頭に固着して生息していた。 またイソギ

ンチ ャクUi (Actiniaria)も致秡認められた。

3-2-2. 棘 皮動物

数種のクモヒトデ顛 が後志海山に分布していた

が，それら のなかで も１種については生息形態が

奇異であり。 ５本の腕 のうち２もしくは３本の腕

を上方に向 け坐,皀してい た（写真 ８）。 分類上の

位 置は。 チピ クモヒト デ科 （Ophiactidae）に 属

すると思われ，ほとんどその一種のみで群生を形

成 してい た。生息 水深は150m で 海山山 頂郤お よ

びそ の周辺の露頭 に局所 的に集翻 してい た。 ま

た， 徂粒砂上より礫上に主に分布 しており， した

が って，海山111穎南部 より礫が多い東部に多 く生

息 してい た。このクモヒトデ顫のように腕 を上に

向ける種 として，インド西太平洋の珊瑚礁に普通

な ウデ フリクモヒト デ （OpXligllla lc山 畑id  ri･la）

が知られている。ウデ フリクモヒトデは珊瑚曜の

陰に濳み底生小生物 を餌としてい るが，圈が満ち

て 来ると５本の腕の内 ２，３本を水面に出し腕の

腹 湎 を上 に して 水面 の有 機物 を集 め摂 食 する

（Ｍａｇｎｕｓ，1964 ）。 後志海|||の クモヒ トデ頌 も上

に向けた腕によって海中を浮遊するセ スト ンを摂

盒してい ると思われ。このこ とからも111頚部付近

にはセストンが多 く存在し， 従って腕足類もそこ

に災中 していると考えられる。

その他のクモヒトデ羣としてはトゲナガクモヒ

トデ利引Opiiacantbidae ｝ の一枝 とキヌガサモヅ

ル科 ｛Ａslel･ｏｎychidae｝ のｰ･ 秡 と思われる クモヒ

トデ領 が生息してい た。ト ゲナガクモヒトデ顛は

調査海域 全般に渡 って生息 しており，特に。南部

|||頂域 の腕尼蔔生息地においては腟足愬に次いで

多く見ら れた。 もう一方の キヌガサモヅル顧の佃

体数は多 くなく海底に散 見 される極度であ った

が，中には， オオキンヤギ類やサ ンゴモドキ顴に

着生 して 生,皀しているものも認めら れた。 キヌガ

サモヅ ル煩は代火的な漸濠海種で腔腸動物など4こ

綿まって生息 しているこ とが知られていることか
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ら （内 田 ，1974 ）， こ の よ う な 現 象 は 特 に 珍 し い

こ と で は な い と 思 わ れ る 。 ま た ， オ オ キ ン ヤ ギ 鎖

の み で な く サ ン ゴ モ ド キ 顫 や 露 頭 に 着 生 す る こ と

か ら ， タ ラ バ エ ビ 頚 や 後 鰓 類 の よ う に オ オ キ ン ヤ

ギ 類 と 共 生 関 係 に は な い と 思 わ れ る 。

ま た ， 海 鼠 類 （Ｈ０１０thｕｒoidea ） は ミ ツ マ タ ナ

マ コ 斟 （Synallactidae ） に 属 す る と 思 わ れ る 個 体

が 水 深330m 以 深 の 泥 質 域 に 生 息 し て い た 。 海 鼠

類 の 食 性 は 海 底 泥 の な か の 有 機 物 で あ る こ と か

ら ， 泥 質 の と こ ろ に 多 く 生 息 し て い る と 思 わ れ

る 。

そ の 他 の 棘 皮 動 物 は ニ チIJ ン ヒ ト デ 科

（Ｓｏｌａstｅridae）， プ リ シ ン ガ 科 （Brisingidae ） の

と ト デ 類 （Ａｓteｒｏｉｄｅａ） や 数 狸 の ウ ニ 類

（Echinoidea ） が 生 息 し て い た 。

３－ ２－３．魚類

魚類はスケト ウダフ(Tiy ｓｆyｌ ａａｂｊｙｓｓｌｌｇ)

が水深300di 以 深に小規模な群れをなして 坐息し。

潜水剽査船の水中 ライトに向 かって突進する遊 泳

行 動 が し ば し ば 見 ら れ た。 マ ダ ラ( Ｇａｄｌ,ｓ

ｓａｃｓごφ･aitts) は ス ケ ト ウ ダ ラ よ り 浅 い 水 深

2{}0-300 『・ の地点で のみ観察 され た。 ヤ ナギノマ

イ( ＆aosXes Steiitdachn。i) は 水深34〕Om以 浅に 生

息し，大型個体は単独で行動 してい たが，小型個

体は小鋭校な群れを形成して行動していた。その

他 の 魚 類 は， ア サ パ ガ レ イ( £ゆid￥selll

ｓ･ａ吶ｉｌｌyli)， カ ジ カ 類( Ｃｏtlidae)， ゲ ン グ 類

(Ｚｏａrc・jdei)｡ ク サ ウ オ顛(Liparj(lae) ， ア イ ナ

メ類(Hexagranmidae) が生息 していた。

３ － ２ － ４ ． 甲 殻 類

オ オ キ ン ヤ ギ 鎖 に 着 生 す る タ ラ バ エ ビ 類 に つ い

て は 先 に 記 述 し た が ， そ の 他 の 甲 般 額 は ， ベ ニ ズ

ワ イ が こ- (Chioiv 。。ｃｅｌｅｓ jG師㎡cl･ｓ)， ズ ワ イ ガ ニ

(Ｃ　 ，外向) ， タ　 ラ バ ガ ニ　 印 ａｙａtitｋ６ｄｇｓ

ａｓ なｄ･a  tic･is), ホ ッ コ ク ア カ エ ビ(/ 如I而1･･ｓ

＆々ａ心) ， ホ モ ラ 頚(i･lomolidae) ， エ ビ ジ ャ コ 類

(Ｃｒangonidae) ， 異 尾 類(Anomura) が 生 息 し て

い た 。

ベ ニ ズ ワ イ ガ ニ は 南 部 で は 水 深542-  341m

(341m 以 深) ， 東 郁 で は 水 深619  ―371m  (371m 以

深) に 分 布 し て い た 。 ズ ワ イ ガ ニ は 南 部 で 水 深
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359－266m， 東部で437 －275m に分布していた。

ホ ッコ クアカエビは南部では 水深542 －289m

(289m 以深），東部では水深619 ―287m  (287m 以

深）に多く生息していた。その他の甲般類の生息

側体数は少なく散見できる程皮であった。

3-2-5. その他の生狗

そ の他 に 目 立 っ た 生 物 と し て は 海 綿 動 物

（Porifeｒａ） と軟体 動物 が挙げ ら れる。 海綿 動物

は後志海山全域に生息しており壻型・球淀 ・ラ･，

パ型の大型個体 が多く見ら れ， また山頂部の礫や

露頭にはカラ フルな尋常 海綿類 （Ｄｅｍｏｓｐ，rlgia）

が多 か っ た。 軟 体 動 物 は 頭 足 類 の ド ス イ カ

（＆砂lgl,1朏 ・jｑiｓlｓｙ）・ マ ７ コ ウ タ コ イ カ

（Ｇ・,la呻ｓij l･la衄ａ）が， 限足類 としてはエ ゾバイ

瓢 （BIccinidae ）， フジッガ イ類 （Ｃyｌｌａtiidae），

二枚貝 として はイ タヤガイ韻 （Pecljlidae） か少

数認められた。

４．おわりに

以上の結果から，後志海山の山頂郤。山腹部に

はその種類，量とも非當に盛かな生物が生息して

いることが判明した。 生物の鉛直分布を見ると，

水深200－300m 付近で分布境界区分か生じること

が多 く（図 ５），これは水温が水深200－300m 付

近を境に上昇することに伴うものと考えられ（図

３），この海域の坐物鉛直分布は水温に大きく依

存していると思われる。山頂部の腕足頚を優占種

とする生物群集は相模湾・日本海溝・1匐海トラフ

に存在するような冷水湧出に伴う生物群集ではな

いと思われるが，深海敏に突ｌ した海山にこのよ

うな豊かな生物群集構成楝がその個体群を維持し

ている現象は非常に興味深く，今後もプランクト

ンおよびセストンの定量的剽査や海山周辺の流れ

の躙査を継続し分布機構の解明を針る必喫がある

と思われる。
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写 真｜　 授言 海山 山 頂鄙 から 採 集 された駿 足・ 。

Pbol口｜.Brachlapod co 】lecled ll･0111 top oi lil Shir

jbeｓhi Se－ ｏｌｎｌ，

写 真 ２　 山 頂1§|陥 の 腕 足 駟 を 幔 占 眩 と し た 生 物 叶 集.

Phol,12. Ｂ;０１０９,cjl　contmviirty　d4 つallalod　by

Ｂrach 鴫:ｇｘl ji tlfcr ｓj●lh lQp a! s111 司u ≪f

51' 口　 山 頂 臾 部 の'I一拘 群 集

ＰＭ,μ，１　 Ｅｋ･･|りｇ･t ≪ll ujoiljilll丶･.≪( the ea 、1 nl sea

・Iu111

20ti

町 竊･ タ ラ

バ エ ビ 匐 が 番 生 し でい る; 。

P1010 4. Primrtoid gorgoala･1 (Oimt  hobraiKhia ａ,ld

Pald ●11d shrimp  Attach  to  this ｌ･ｌｌｏ●ial)｡

町 真 ５　 瘤 部1･li す る ヤ ギ 飜 ！タ ラ パ カｊ, がｌ 生 し て

い るh

l’1,jlo S. ｛;０rlonla ● 。･ith ln01s ｛Ala5ka king crab

aｕaehed ｝
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写真６　オオキンヤギ類に着生するタラバエビ穎。

Phou> C, Pandalid ｓbl･imps alcached la PrimnoUl

go】lgonia皿。

写呉？　タラバエビ科のエビ。

Photo 7. Panda]  id shrimp･

写 真８　 腕 を 上1こ向 け 生息 する クモ ヒ ト デ類。

Ｐｈｌto 8. LifEiug allnls Ophiuroid.
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